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 要  旨 
現実空間の映像に計算機で得られる情報を付加する拡張現実感（AR：Augmented Reality）シ
ステムは、新しい情報掲示技術として注目が集まっている。ARシステムの本質には、「いつでも、
どこでも手軽に、眼の前の光景に仮想世界の情報を融合して眺めたい」、「視界中にある実世界の
物事に応じて情報を掲示したい」という要求がある。この要求は、いつでも、どこでも通信が行
えることから携帯端末との親和性が高い。このことから、今後 AR システムが広く一般に普及し
ていくためには携帯端末向けの ARシステム（モバイル AR）が鍵となる。現在モバイル ARは、
企業の宣伝やゲーム等の様々な用途として用いられている。 
しかし、AR システムに対する要求と現状とは依然として乖離がある。その要因の１つに、既
存のモバイル AR の多くは、位置情報ならば位置情報のみを利用し、画像認識ならば画像認識の
みの技術を利用している点がある。単一の技術のみを利用していることが、具体的に次のような
乖離を生んでいる。位置情報によるモバイル AR には、位置に応じた情報の付加を実現している
ものの、眼の前の光景とは無関係な情報を付加するという差異が残存している。また画像認識に
よるモバイル AR では、眼の前にある様々な物体を認識することができる。しかし、眼の前の物
体が、いつ、どこで、どんな場合（TPO：Time Place Occasion）にあるのか、つまり「場」を
異にする状況に対応することが困難という乖離がある。 
本研究では、この点に着目し、新たなモバイル AR を開発する。具体的には、位置情報と画像
認識を組み合わせたモバイル AR の開発を行う。両者の技術を組み合わせることで、現在地を推
定し、眼の前にある物体を認識することが可能となる。これにより、単なる位置情報に基づく情
報や CG 映像の付加ではなく「場」に対して関係性が高い情報を現実空間の映像に対して付加す
ることが可能になる。本研究では、眼の前に映る光景の TPOを「場」、関係性の高い情報の付加
を「可視化」と捉え「場の可視化」と定義し、場の可視化システムの開発を行う。 
 
